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㉘困っている
　子どもにどう対応？

No.28-1
保護者が最初の相談相手になろう

No.28-2
身近にいる「少しネットに詳しい」知り合いや学校の先生ともつながって、
チームで解決する

うまホと学ぼう！ネット利用

●子どもとの接し方　五訓

●「少しネットに詳しい」大人を増やす

①最後まで味方であることを伝える

②先の見通しを親子で共有する
　…「力がつけば次の段階へ進める」
　　  希望が必要

③常に「最初の段階」に注力する
　…緩く始めて、後で厳しくするのは難しい
　　※どの機器もアプリも初期設定・
　　　登録が運命の分かれ道
　　★プライバシー情報をどこまで登録・
　　　公開すべきか
　　★「友達」の見つけ方、増やし方と
　　　一対一での接触
　　★投稿の基本的な公開範囲と制限の方法

④大人も「本気」を示す
　…子どもに禁止や注意するだけでなく、

　　自ら変わる、挑戦する

⑤「変なもの」を回避するより「使っている時間」に焦点

　秋田県では、保護者や教員等を対象に「地域サポーター養成講座」を開催しています。これは、地域や社会とのつ
ながりの中で、保護者が子どもと向き合えるよう、中学校区程度の「顔の見える」範囲内で、子どもたちのインターネッ
ト利用の問題に「少し詳しい大人」を増やす取組です。受講者には、家庭や地域の中で課題解決に向けて実践する「地
域の核」となっていただくことを期待しています。（公的相談窓口については p.39 をご覧ください。）
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